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平成１５年度・第１回技術委員会議事録 

 
開催日時  平成１５年４月１６日(水) 午後５時００分から午後７時００分 

場  所  京情協事務所 

議  題  １．平成１４年度の技術委員会事業取り組み報告 

２．平成１５年度技術委員会事業計画の遂行について 

出 席 者  委員長  島津エス・ディー㈱    山本  孝 

      副委員長 ㈱京信システムサービス       村路 秀明 

      委員   京都電子計算㈱        植田 弘毅 

委員   ウエダコンピュータシステム㈱      武部 裕彦 

委員   中信コンピュータアンドコミュニケーション㈱   三上 雅弘 

委員   ㈱日立製作所京都支店                 清山 光彦 

委員   京都コンピュータ学院                 植田 浩司 

  （欠席）委員   アステック㈱        安達 貞雄 

  （欠席）委員   ムラテック情報システム㈱       三田 健二 

  （欠席）委員   エスピーメディアテック㈱       宇山 明彦 

  （欠席）委員   エイジシステム㈱          谷岡 伸昭 

  （欠席）委員   京都科学技術専門学校           林  正幸 

 

議 事 

 

１． 平成１４年度の技術委員会事業取り組み報告 

平成１４年度技術委員会事業取り組み報告書に基づいて、委員長より以下の報告がなされた。 

（１） 身障者のパソコン・リテラシー実態調査と施策の研究について 

京都府保健福祉部と京都府身体障害者団体連合会の協力を得て、２月に京都府身体障害

者団体連合会の２０支部（京都市を除く４３市町村）に対して、アンケート調査を依頼し

２５市町村から回答（回答率：５８％）を得た。アンケート調査結果の詳細については、

取りまとめ資料が委員全員に配布された。 

（２） 情報化ホットライン事業について 

京情協のホームページに「相談コーナー」を設け、情報化相談事業を立ち上げた。平成

１４年度の相談件数は、残念ながら０件であった。 

（３） コンピュータ・ウイルス情報広場について 

京情協のホームページから「ＩＰＡ」のコンピュータ・ウイルス情報のホームページに

リンクを張り、ウイルスの発生情報や感染現象、駆除対処方法を広報するようにした。 

（４） オープンフォーラムの開催について 

１０月に京都情報化フォーラムとして「コンピュータ・セキュリティーを考える」をテ

ーマに（株）ローレルインテリジェントシステムの鳥飼会長による基調講演「コンピュー

タ・セキュリティーの視点」と５社のセキュリティー製品の紹介を行った。 

（５） 専門的な研究会の共同設置について 

７月に京都府中小企業総合センターと打合せを行った。京都府中小企業総合センターは、

既にＬＩＮＵＸ等の研究会を立ち上げられており、平成１４年度における専門的な研究会

の共同設置を断念した。 

（６） ＩＴＳＳＰ制度の普及と推進について 

京情協会員各位のＩＴコーディネータに関する取り組み状況の調査を実施した。その結

果を受けて、平成１４年度におけるＩＴＳＳＰ制度の普及と推進は、各会員企業の取り組

みに任せることとした。 



（７） ＳＥ交流会の開催について 

８月に「プロジェクト管理（コストと品質）」をテーマに事例発表会を開催した。次に、

１１月、１２月、１月ならびに、２月の計４回「プロジェクト管理（コストと品質）」を主

題とした「リスク管理活動によるソフトウェアプロセス改善」に関するＳＥ研究会を開催し、

実のある研究成果が得られたとの報告がなされた。 

 

２． 平成１５年度技術委員会事業計画の遂行について 
平成１５年度技術委員会事業計画書に基づいて、平成１５年度の事業の遂行について検討した。 
（１） 身障者のパソコン・リテラシー実態調査と施策の研究 

   アンケート調査結果の分析を行い、ボランティアの募集等の施策を研究する。 
（２） 情報化ホットライン事業 

継続した事業として推進する。 
（３） コンピュータ・ウイルス情報広報 

継続した事業として推進する。 
（４） オープンフォーラムの開催 

経営委員会ならびに、広報委員会と合同で春と秋に開催する。特に１０月は経済産業省

が推進する情報化月間協賛事業とする。 

（５） 情報化推進関連セミナーの開催 
経営委員会と合同で年２回開催する。 

（６） ＳＥ研究会の開催 
平成１４年度と同様のテーマでＳＥ研究会を実施する。実施手順概要を以下に示す。 

① 京情協ニュースに平成１４年度ＳＥ研究会参加者の感想を載せる。 
② 第１回の情報化推進関連セミナーの場で、平成１４年度の研究成果を発表してもうと

共に、会員各社に対して参加者を募る。（発表準備の為に、事前に平成１４年度参加者

全員に集まってもらう。） 
③ 下期を目標に新メンバーでＳＥ研究会を立ち上げる。 

３． その他 
委員長から神奈川県情報サービス協会が出版している「ＳＥハンドブック」の紹介があった。 

４． 技術委員会の開催時期について 
毎月第２火曜日の午後５時に京情協事務所での開催とする。次回は、５月１３日午後５時に、

京情協事務所で開催する。 
５． 本委員会終了後、技術委員会の懇親会を開催した。 

 

以上 


